
議
員

平
塚
市
市
民
活
動
推

進
条
例
を
平
成
十
五
年
一
月

一
日
に
施
行
し
た
い
と
の
こ

と
だ
が
、
市
民
活
動
に
対
す

る
市
の
役
割
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
民
部
長

市
民
活
動
は
、

き
め
細
か
な
公
共
的
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
や
、
社
会
的
課
題

に
対
応
す
る
担
い
手
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
市
民

活
動
団
体
の
現
状
は
資
金
、

人
材
、
活
動
拠
点
、
情
報
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
。
こ
う
し
た
市
民

活
動
団
体
の
自
立
を
支
援
し
、

活
動
を
し
や
す
く
す
る
た
め
、

制
度
や
資
金
な
ど
の
面
で
活

動
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が

市
の
役
割
と
考
え
て
い
る
。

▼
公
益
信
託
制
度

議
員

市
民
活
動
団
体
に
対

し
て
財
政
的
支
援
を
行
う
に

当
た
り
、
公
益
信
託
制
度
を

採
用
す
る
と
聞
く
。
こ
れ
は

ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
か
。

市
長

一
定
の
公
益
目
的
の

達
成
の
た
め
に
財
産
を
信
託

銀
行
に
信
託
し
、
信
託
銀
行

は
、
そ
の
公
益
目
的
に
従
っ

て
信
託
さ
れ
た
財
産
を
管
理
・

運
用
す
る
と
い
う
方
式
の
も

の
で
あ
る
。

議
員

公
益
信
託
に
よ
る
助

成
の
決
定
は
、
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
る
の
か
。

市
民
部
長

ま
ず
、
助
成
を

受
け
よ
う
と
す
る
市
民
活
動

団
体
の
募
集
を
行
い
、
そ
の

後
信
託
銀
行
に
設
置
さ
れ
る

運
営
委
員
会
で
、
書
類
審
査

や
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
助
成
団
体
の
選
考

が
行
わ
れ
、助
成
額
が
決
定
、

交
付
さ
れ
る
。

議
員

運
営
委
員
会
と
は
、

ど
の
よ
う
な
機
関
な
の
か
。

市
民
部
長

公
益
信
託
制
度

の
中
心
的
機
関
と
し
て
、
受

託
者
で
あ
る
信
託
銀
行
の
諮

問
に
よ
り
、助
成
先
を
公
募
、

公
開
審
査
し
選
考
す
る
役
割

を
果
た
す
。
委
員
は
、
市
民

活
動
に
対
す
る
十
分
な
見
識

を
有
し
、
公
平
な
立
場
で
判

断
で
き
る
学
識
経
験
者
等
か

ら
五
〜
七
人
程
度
が
選
考
さ

れ
る
。

▼
市
民
活
動
団
体
の
登
録

議
員

条
例
案
に
、
市
民
活

動
団
体
の
登
録
制
度
の
規
定

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
が
、

そ
の
理
由
を
聞
き
た
い
。

市
長

条
例
上
で
登
録
制
度

を
規
定
し
た
場
合
、
登
録
し

た
市
民
活
動
団
体
を
市
が
管

理
し
た
り
、
自
由
な
市
民
活

動
の
発
展
を
阻
害
す
る
お
そ

れ
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
登
録
制
度
を
設
け
な

い
こ
と
と
し
た
。
市
民
活
動

が
活
発
化
し
て
い
く
過
程
で
、

市
民
活
動
団
体
が
自
主
的
に

協
議
会
等
を
組
織
す
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
そ
の
中
で
必
要

に
応
じ
て
登
録
制
度
を
設
け
、

自
主
管
理
し
て
い
く
方
向
性

が
考
え
ら
れ
る
。

議
員

二
市
三
町
お
よ
び
茅

ヶ
崎
市
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
組
織
さ
れ
る
湘
南
市
研

究
会
で
は
、
現
在
「
湘
南
市

の
将
来
像
の
研
究
」
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。
研
究

内
容
を
伺
い
た
い
。

市
長

現
在
、
都
市
計
画
、

都
市
デ
ザ
イ
ン
、
地
方
自
治

の
専
門
家
と
の
意
見
交
換
を

行
う
中
で
、
湘
南
海
岸
や
相

模
川
等
の
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
、
薫
り
高
い
文
化
伝
統
、

多
彩
な
生
活
空
間
な
ど
、
湘

南
地
域
の
有
し
て
い
る
可
能

性
を
有
効
に
生
か
し
た
、
個

性
豊
か
な
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
研
究
し
て
い
る
。

議
員

「
事
務
事
業
の
一
元

化
」
の
研
究
は
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

市
長

各
市
町
が
行
っ
て
い

る
事
務
事
業
の
現
況
を
把
握

し
、
現
在
、
一
五
三
二
項
目

の
事
務
事
業
の
比
較
研
究
、

相
違
点
の
分
析
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
は
湘
南
市
が

実
現
し
た
場
合
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調

査
・
検
討
し
て
い
く
。

議
員

研
究
を
行
っ
て
い
る

内
容
は
市
民
に
十
分
情
報
提

供
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

市
長

湘
南
市
研
究
会
で
は
、

正
確
な
情
報
が
市
民
に
等
し

く
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
共
通
認
識
の
も

と
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開

設
や
講
演
会
の
開
催
、
チ
ラ

シ
の
発
行
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
本
市
と
し
て
は
、
広
報

ひ
ら
つ
か
へ
の
連
載
等
を
は

じ
め
、
九
月
か
ら
毎
月
「
湘

南
市
研
究
か
わ
ら
版
」
を
発

行
す
る
予
定
で
あ
る
。
今
後

は
、
一
定
の
成
果
が
ま
と
ま

っ
た
段
階
で
、
効
果
的
な
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

合
併
に
関
す
る
市
民

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
ど
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
。

市
長

現
在
ま
で
情
報
宅
配

便
で
は
三
件
の
依
頼
を
い
た

だ
い
て
い
る
ほ
か
、「
市
長
へ

の
手
紙
」
を
は
じ
め
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
電
話

な
ど
に
よ
り
、
多
数
の
問
い

合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
湘
南
市
研
究
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス

件
数
は
、
毎
月
約
三
〇
〇
〇

件
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
関
心

の
高
さ
を
感
じ
て
い
る
。
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今
定
例
市
議
会
の
総
括
質
問
で
は
、
湘

南
市
構
想
や
平
塚
市
市
民
活
動
推
進
条
例

の
制
定
を
は
じ
め
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
や
馬
入
ふ

れ
あ
い
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
の
利
用
な
ど
を

め
ぐ
り
議
論
が
集
中
し
ま
し
た
。
ま
た
、

福
祉
の
分
野
で
は
、
公
共
施
設
等
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
対
応
の
取
り
組
み
や
変
わ
る
障

害
者
福
祉
制
度
、
環
境
の
分
野
で
は
、
ご

み
減
量
化
へ
の
取
り
組
み
や
次
期
環
境
事

業
セ
ン
タ
ー
の
検
討
状
況
、
さ
ら
に
教
育

の
分
野
で
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施

に
伴
う
問
題
や
、
ふ
る
さ
と
歴
史
再
発
見

事
業
へ
の
今
後
の
取
り
組
み
な
ど
で
質
疑

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
市
民
病
院
の
経
営
状

況
に
つ
い
て
も
議
論
が
及
び
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
質
疑
内
容
を
、
各
常
任
委
員

会
で
の
質
疑
も
併
せ
て
二
〜
八
面
に
ご
紹

介
し
ま
す
（
質
問
を
行
っ
た
議
員
名
は
、

下
段
に
掲
載
し
ま
す
）。

議
員

第
四
次
行
政
改
革
は
、

平
成
十
四
年
度
か
ら
十
六
年

度
ま
で
、
三
か
年
の
取
り
組

み
と
な
っ
て
い
る
。
ど
こ
に

重
点
を
置
き
取
り
組
ん
で
い

く
考
え
な
の
か
。

助
役

第
一
の
重
点
は
、

「
行
政
運
営
の
簡
素
化
・
効

率
化
」。
変
化
の
激
し
い
時

代
に
あ
っ
て
、
市
民
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
の

事
務
の
効
率
化
、
職
員
資
質

の
向
上
、
電
子
市
役
所
の
構

築
な
ど
が
そ
の
内
容
で
あ
る
。

第
二
は
、「
健
全
な
財
政

運
営
の
推
進
」。
財
政
構
造

の
弾
力
性
の
確
保
、
民
間
の

発
生
主
義
会
計
の
手
法
を
取

り
入
れ
た
財
務
諸
表
の
作
成

と
公
表
な
ど
、
健
全
財
政
を

推
進
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

第
三
は
、「
市
民
と
の
協

働
」。
市
民
活
動
推
進
条
例

の
制
定
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
循
環

型
社
会
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

な
ど
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

第
四
と
し
て
、「
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
」。
市
民
へ

の
情
報
提
供
・
情
報
公
開
の

推
進
、
行
政
窓
口
の
改
善
な

ど
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

議
員

現
時
点
で
の
着
手
状

況
を
伺
い
た
い
。

助
役

現
在
、
実
施
計
画
に

掲
げ
た
九
五
項
目
に
つ
い
て
、

全
庁
挙
げ
て
推
進
し
て
い
る
。

主
な
項
目
と
し
て
、
電
子

市
役
所
の
推
進
で
は
、
庁
内

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
充
実
や
グ
ル
ー
プ

ウ
ェ
ア
の
整
備
、
市
民
・
企

業
と
の
協
働
で
は
、
市
民
活

動
推
進
条
例
の
制
定
や
市
民

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設

置
の
検
討
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
全
課
か
ら
の
発
信
を
実

現
し
、
情
報
公
開
条
例
制
定

の
作
業
に
入
っ
て
い
る
。

議
員

過
去
、
本
市
に
お
け

る
行
政
改
革
の
成
果
額
は
、

第
一
次
で
約
二
九
億
五
〇
〇

〇
万
円
、
第
二
次
で
約
一
八

億
円
、
第
三
次
で
約
三
四
億

円
、
合
計
約
八
一
億
五
〇
〇

〇
万
円
を
算
出
し
て
い
る
。

算
定
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

助
役

成
果
額
算
定
の
考
え

方
と
し
て
、
達
成
さ
れ
た
成

果
が
次
年
度
以
降
も
引
き
続

き
波
及
、
継
続
し
て
い
る
も

の
と
し
、
そ
の
成
果
額
を
毎

年
加
算
し
て
計
上
す
る
累
積

方
式
と
、
改
革
を
達
成
し
た

年
度
の
み
、
そ
の
成
果
額
を

計
上
す
る
考
え
方
が
あ
る
。

本
市
で
は
、
後
者
の
考
え

方
に
よ
り
計
上
し
て
い
る
が
、

成
果
を
達
成
し
た
次
年
度
以

降
も
そ
の
成
果
を
ベ
ー
ス
と

し
て
事
務
事
業
が
継
続
し
て

推
進
さ
れ
て
お
り
、
金
額
に

は
表
れ
な
い
が
、
行
革
の
成

果
は
持
続
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

成
果
額
の
算
定
方
法

活
動
拠
点
施
設

整
備
の
考
え
方
は

議
員

条
例
案
に
、
市
の
施

策
と
し
て
市
民
活
動
の
総
合

的
な
推
進
拠
点
を
整
備
す
る

こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
施
設
の
機
能
や
整
備
に

対
す
る
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

市
長

活
動
拠
点
施
設
の
機

能
と
し
て
、
予
約
な
し
で
自

由
に
打
ち
合
わ
せ
が
で
き
る

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
、

団
体
の
会
報
・
チ
ラ
シ
な
ど

を
印
刷
・
製
本
で
き
る
作
業

室
、
活
動
に
役
立
つ
情
報
を

入
手
で
き
る
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

ま
た
市
民
活
動
団
体
や
、
こ

れ
か
ら
活
動
を
始
め
た
い
と

考
え
る
市
民
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
・
相
談
業
務
な
ど
、
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
団
体

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
施

設
に
な
る
よ
う
、
市
民
活
動

団
体
等
と
意
見
交
換
し
な
が

ら
整
備
し
て
い
き
た
い
。

議
員

活
動
拠
点
施
設
は
、

ど
の
よ
う
な
管
理
運
営
方
法

を
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

市
民
が
直
接
運
営
す

る
形
態
が
望
ま
し
い
と
思
わ

れ
る
が
、
施
設
を
立
ち
上
げ

て
、
一
年
程
度
は
行
政
で
運

営
に
当
た
り
、
そ
の
後
自
主

管
理
に
切
り
替
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

市
民
へ
の
情
報
提
供

食
生
活
改
善
に
尽
力

市
功
労
者
を
承
認

平
塚
市
功
労
者
表
彰
条
例

に
基
づ
き
、
長
年
、
市
政
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
田
宮
イ
ク

氏
を
、
市
功
労
者
に
表
彰
す

る
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

同
氏
は
、
昭
和
三
十
三
年

に
食
生
活
改
善
推
進
団
体
平

塚
マ
マ
の
会
を
立
ち
上
げ
、

初
代
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
以
来
四
四
年
余
に
わ
た

り
、
食
生
活
改
善
の
た
め
に

幅
広
い
活
動
を
展
開
さ
れ
、

市
民
の
健
康
維
持
、
公
衆
衛

生
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
同
氏
を
適
格

で
あ
る
と
認
め
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

（
同
氏
は
十
月
十
六
日
、
永

眠
さ
れ
ま
し
た
。
生
前
の
ご

功
績
を
偲
び
、
謹
ん
で
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。
）

教
育
委
員
会
、
公
平
委
員

会
お
よ
び
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
の
委
員
の
内
、
任

期
満
了
を
迎
え
る
委
員
の
後

任
の
任
命
・
選
任
に
つ
い
て
、

市
長
か
ら
同
意
を
求
め
ら
れ

ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
に
は
杉

山
幸
子
氏（
市
内
富
士
見
町
）

を
任
命
し
、
公
平
委
員
会
委

員
に
は
細
野
久
子
氏
（
市
内

四
之
宮
）、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
に
は
森
脇

房
惠
氏
（
市
内
松
風
町
）
お

よ
び
臼
井
�
直
氏
（
市
内
徳

延
）
を
そ
れ
ぞ
れ
後
任
と
し

て
選
任
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

議
会
で
は
、
各
氏
と
も
適

任
で
あ
る
と
認
め
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

任
命
・
選
任
に
同
意

教
育
・
公
平
・
固
定
資
産

評
価
審
査
の
各
委
員

本本
会会
議議
でで
総総
括括
質質
問問

をを
行行
っっ
たた
議議
員員

〇
プ
ロ
グ
レ
ス
平
塚
議
員
団

山
原
栄
一
・
陶
山
豊
彦
・

水
野
泰
助

〇
公
明
党

奥
山
晴
治
・
松
崎
清
子
・

�
梨
孝
治

〇
新
政
ク
ラ
ブ

出
村
光
・
柳
川
藤
一

〇
日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会

議
員
団

小
泉
由
紀
雄
・
原
孝
子

〇
く
す
の
木

金
子
修
一
・
伊
藤
裕

〇
ひ
ら
つ
か
政
友
ク
ラ
ブ

細
野
忠
彰

〇
市
政
ク
ラ
ブ

後
藤
輝
彦

〇
こ
の
ほ
か
、市
民
派
の
会
、

政
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ひ
ら

つ
か
市
民
の
党
、
神
奈
川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
動
の
議

員
も
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力とととととととととととととととととととととととととととと活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力ああああああああああああああああああああああああああああふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののののののののののののののの実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざしししししししししししししししししししししししししししし

市民活動の新たな誕生と活性化の基盤を整備

（�）平成��年（２００２年）��月�日

市
民
活
動
の
推
進
に
財
政
的
支
援

公
益
信
託
制
度
を
導
入

個
性
豊
か
な
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り

「
湘
南
市
」の
研
究
状
況
聞
く

ひらつか議会だより

落書き消しの活動（平塚をみがく会）

第
四
次
行
政
改
革

取
り
組
み
の
重
点
問
う

第 ��� 号
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